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1. 緒 言

私は細胞質 の基本的構造 を知 る一つの手段

として,細 胞質の好塩基性物質を種 々の薬品

を用いて凝集 させ,こ の凝集物に如何な る構

成要素が含 まれ るかについて種 々の組織化学

的方法及び偏光顕微鏡を用いて観察 し,こ の

凝集物にはRNA, Ca++, Mg++,リ ピ ド,蛋

白が存在す ることを 知 り得 た1)2)3)4)5)一 方

又凝集物 に於ける蛋 白,リ ピ ドの排列状態に

就て も略 々之を正確に知 る事 が 出来た4)5)

前編に述べた如 くRNAを 含む この糸状凝集

物は偏 光顕微鏡に よる観察 か らは一定の周期

を もつた糸状構造 の構成 々分 より成つ てい る

ことを示唆す る所見を得たが,こ の様な構造

は凝集物を構成す る各 オルガネラの成分及び

その排列に よつて支配 され ると同時に又凝集

を起 させ る固定剤の作用に よつて現われた も

のである事は明 らかであ る.従 つ て凝集物の

成分 と構造を解 析 した結果に基 き固定剤の特

有の作用を併せ考察す る時 に,凝 集に関与 し

た超顕微鏡的 オルガネラの性格を解 析す る事

が可能であろ う.こ の様 な意味 に於て本編で

は,そ の化学的作用の略 々明 らかな固定剤に

よつ て固定 された細胞 の電子顕微鏡 像の観察

所見に就 て報告す る.

2. 実験材料及び実験方法

a) 材料:健 康 モルモ ットの脊髄,紫 ウニ

卵巣,モ ルモ ット膵臓を下記の固定液によ り

固定 後超薄 切片 とし,神 経細胞,卵 細胞,膵

細 胞 を観 察 した.

b) 固定: (ⅰ) 脊 髄 は モ ル モ ッ トを 絞殺 後

直 ちに 頸髄 を取 出 し,次 の液 で 固定 した. a) 

pH 7.4 (燐 酸緩 衝 液)に 調製 した0.5% OsO4

で 氷 室 内で1時 間30分 固定 . b) Carnoy氏 液

で30分 間固定 の後 純 ア ル コー ル数 回交 換 しな

が ら浸漬 した ものにつ い て メ タ ク リル樹 脂 包

埋 を行 つ た. (ⅱ) 膵 臓 は健 康 モル モ ッ トを 絞

殺 した後 脊髄 と同 じ様 にCarnoy氏 液 に固定

した. (ⅲ) ウニ卵 巣 は次 の方 法で 固定 した . 

1) モ ル モ ッ トの脊髄,膵 と同 じ様 にCarnoy

氏 液 固 定. 2) ホル モ ール ・アル コール に2週

間固 定 後更 にCarnoy氏 液 に15分 固 定 した も

の と1% OsO4で60分 更 に 固定 した もの とを

樹 脂 包埋 した. 3) Carnoy氏 液固 定 の 後1% 

OsO4 2時 間更 に固定,或 はCarnoy氏 液 固 定,

樹 脂 包埋,超 薄 切片 後1% OsO4 30分 作 用 さ

せた.

c) 包埋:固 定 した 組 織 は次 の 方法 で 包埋

した.固 定 →水 洗(オ ス ミュー ム固定 の時 のみ) 

15分 →70%ア ル コー ル60分 →90%ア ル コー ル

60分 →95%ア ル コール60分 →無 水 ア ル コー ル

60分 → モ ノマ ー ・ア ル コー ル(1:1) 60分 →

100%モ ノ マ ー (Ⅰ) 60分 →100%モ ノ マ ー 

(Ⅱ) 12時 間 → カプ セ ル 内 で 重 合(37℃)

モ ノマ ノー はn-buthylmetacrilate 8に 対 し

てmethylmetarilate 2の 割 合 に混 じ重合 材 と

して2% benzoyl peroxideを 用 いた .

d) 超薄 切 片:爪 で 傷 がつ く程 度 の硬 さに

なつ た材 料 を ガラ ス ナ イ フで 超薄 切片 とした .
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使 用 した ミクロ トー ムは島津製 ウル トラ ミク

ロ トー ムで切片は清浄な ガラスに乗 せ醋酸 ア

ミールにて脱包埋 の後 ホル ンバールの薄膜を

かけ,切 片 ご とガラスか ら剥離 しメ ッシ ュに

のせて観察 した.

e) 電 子 顕 微鏡 は 明 石製TRS-50B型 電 子

顕 微 鏡 を 用 いた.

3. 観 察 結 果

a) 神 経 細 胞 の電 子 顕 微鏡 像

(ⅰ)　OsO4固 定(Fig. 1). pH 7.4のOsO4の

み で 固定 した 神経 細 胞 の細 胞 質 中 には ミ トコ

ン ドリヤ の間 に100A内 外 の 細 顆粒 状 構造 が

認 め ら れ,又 少 数 のendoplasmic reticulum

及 び100～200mμ の包 状構 造 が観 察 され る.

 100Aの 顆粒はPorterが 多 数 の細 胞 の オ ス

ミュー ム固定標本に於 て認めた もの と同 じ様

な構造で,こ れが或 る部分では数個珠数状 に

並んだ像や数個固 つ た 像 を観 察 し得 る.又

100～200mμ の包状構造物はPorterの 培養細

胞の電 顕像に於 て認めた珠 数状構造物6)7)の

球状部や,後 に述べ るCarnoy氏 液固定 のウ

ニ卵細胞,神 経細胞の細胞質の珠数状構造を

形成す る球状要 素 に似 て い る. endoplasmic 

reticulumは 認め られ るが 膵 細胞等 と比 較 し

て極 めて少い.

(ⅱ)　Carnoy氏 液固定の 神経細胞 の 電顕 像.

この場合はOsO4固 定 とはかな り違つた像が

得 られ る.細 胞質には極めて粗 な糸状構造が

認 め られ る.し か しこの構造 は均質ではな く,

100～150mμ の大 さの略 球 状 構 造 が 連つ て

珠数状構造を示す(Fig. 8, 2, 3).こ の際珠

数状構造物 の間隔 は広 い ものは400mμ 以上あ

り,狭 い ものでは球状物が直接連つている様

に見える程 狭い もの もある.糸 状構造を とる

部分では この球状物は電 子の吸收 の弱 い一定

の構造物に よつて連絡 されている.こ の連結

体は電 子顕微鏡的には一様 に現われ内部構造

は認め られない.細 胞質に は 又endoplasmic 

reticulumと 思われ るもの も又二重の膜様構

造 も認め られなかつた. Carnoy氏 液 に よつ

て固定 した神経細胞核 に於ては クロマチ ンが

凝集 し,大 小の凝集物を作 る.し か しこれ も

細胞質好塩基性物質 と略 々同 じ様 な構造 を示

し,電 子を強 く吸收す る部分 と,糸 状 の電子

の吸收の弱 い部分に分け られ る.之 等 の中に

は糸状構造 を とる部分が あ りこの部では,両

老が交互に結合 し虎の尻尾の様な像を示す も

の もある. (Fig. 7, 6). Fig. 6に 示 した ク

ロマチンは2本 の細い要素が集つて一つの太

い凝 集物を作 ろ うとしてい る像が 見られ る.

この場合興味 のあ るのは電子吸收 の強 い球状

の要素は同性質の要素 同志が又電子吸收の弱

い間質部分は同 じ性質 の間質部分同志が親和

性を有す ることで,恐 ら く同 じ様 な化学的組

成 と構造を有す る部分が結合 して,そ の構造

が粗大化す るもの と考 えられ る.結 合 した部

分では全 く一つの構造 としか見えない様 にな

る.こ の様 な事実は生体内で同種の細胞が互

に親和性を有 して結合 し,又 同種の蛋 白が互

に親和性を有す る事 と相同の現象であ り,細

胞質は超顕微鏡的要素に関 して も,こ の事が

あては まることを示 している.

b) ウニ卵細胞の電顕像

(ⅰ)　Carnoy氏 液固定: Carnoy氏 液で固定

された ウ ニ卵細胞質は, Carnoy氏 液固定 の

神経細胞の細胞質に見 られ る構造 に似 ている

(Fig. 4, 5, 10, 11).し か し電子を強 く吸

收す る球状物は更に大 きく380mμ 乃至60mμ

に至 るものが細胞質内で珠数状 に連 つてい る

のが見 られ る.こ の 場合 も球状物の内部構

造は見 られ な い.球 状物 の間隔 は神経細胞

の場合 と同様に極めて狭い ものか ら400mμ に

至 るもの まで種々であ る.又 この球状物の間

隙は電子の吸收の弱 い糸状構造 が連絡 してい

るのが観察 され る.又 神経細胞の細胞質では

明 らかでなかつたが,こ の珠数状の構造物 の

多 くは よ り小 さい単位が2つ 以上集つて出来

た もので, Fig. 7の 神経細胞 のクロマチ ンの

凝集の様にFig. 10に 示 したA及 びFig. 11

に 示したBの 凝 集物は夫 々2つ の球状要素及

びその間質の部分が集つて出来た ものの様で

ある. germinal vesiculeに 於 て も細 胞 質 と

同 じ構造が認められ るが,球 状物の大 きさは
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細胞質のそれに比 してやや小 さい ものが多い.

(ⅱ)　ホルモール ・アル コール 固定後OsO1

にて更に固定 した ウニ卵細胞(Fig. 13).こ

の場合 も殆んどCarnoy氏 液固定 の場合 と同

じ像を示す.た だ球状構造 の形がやや不正で

あ り電 子 を 弱 く吸 收 す る 糸状 部 が短 か く,

 Carnoy氏 液 固定 の様 な 定 形的 な 珠 数 状 構造

に比 して粗雑 な 構造 を 示 す.

c) Carnoy氏 液 で 固定 した膵 外 分 泌 細 胞 の

電 顕 像(Fig. 12): Porterの 示 したendoplasmic 

reticulumはOs固 定 の諸 種の 細 胞に 認 め られ

るが,そ の発達 は必 ず し も好 塩 基性 と比例 し

な い.し た が つ て細 胞 質を 凝 集 させ た 場合 こ

のendoplasmic reticulumが 如 何 な る態 度を

とるか と云 うこ とを 知 るた め に, endoplasmic 

reticulumの 最 もよ く発達 した 膵 外 分泌 細 胞

のCarnoy氏 液 固定 標 本を 観 察 した.そ の結

果膵 に於 ては, Carnoy氏 液 で 固定 した 神経

細胞,ウ ニ卵 細 胞 の 細胞 質 とは異 り,周 期的

な構造 を 示 さず 一様 な紐 状 を呈 す る.こ の紐

状 構造 は種 々の 長 さが あ り,又 形 も滑 か な紐

では な く,折 れ 曲 つた り,吻 合 した りして不

正形 を示 すが,或 る部 分 では 核 を 同心 円状 に

取 囲 んで い る像 も認 め られ る.こ の紐状 構造

の 巾は500～700AでOs固 定 のendoplasmic 

reticulumの それ と大 差 な い.又 この紐 状 構

造物 は 中 にendoplasmic reticulumに 於 て見

られた 二重 の膜 様 構造 が 認 め られ る もの も少

くな い(Fig. 9).し か しOs固 定 の場 合 に比

して短 い もの が多 く,固 定 時 に短 く切れた の

では な い か と思 わ れ る 像が 観察 され る.又

OsO4固 定 で見 られ るendoplasmic reticulum

の表 面 や間 に あ る微細 な顆 粒 状構 造 物 は認 め

られ な い.恐 ら くendoplasmic reticulumの

周囲 に凝 集 した もので あ ろ う.之 に 反 して核

の ク ロマチ ンの構 造 は 神経 細 胞 の核 の クロマ

チ ンの凝 集物 と同 じ構造 を 示す.

4. 考 按

Carnoy氏 液 で固 定 され た 脳 組 織 の切 片 を

塩 基性色 素 で染 色 す る と,細 胞 質 好塩 基 性 物

質は 凝集 し,前 編 に於 て示 した様 な チ グ ロ イ

ドが現われ るが,こ れを電子顕微鏡 で観察す

ると写真に示 した様 な粗大な糸状乃至網状 の

構造が現われ る.こ の糸状乃至網状構造は均

質ではな く電子を強 く吸收 す る100～150mμ

の略 々球状 の要素の連結か ら成 り,そ の間を

糸状の電子の吸收 の弱い部分に よつて連 絡 さ

れ珠数状 の構造 を示す.同 様に処理 した ウニ

卵細胞に於 て も,神 経細胞 と略々同様な構造

を与えるが,球 状要素の大 きさは前者 よ り大

きく300mμ 以上 もあるものが多い.こ の両

種細胞に於け る球状部の大 きさの差は両種細

胞 の細胞質構造 の相違 によつて起つた ものか,

或は固定液の組織への浸透速度 の差に よるも

のかは不明であ るが,構 造 その ものは非常に

類似 してい る.こ の様な構造をMonne8)は 長

時間高張NaN3に 漬 した ウニ卵細胞に於て,

又Lehmann9)は ブア ンその他 の固定液で処理

したアメーバーに於て示 してい る.又 培養 中

胚葉性細胞の細胞質に於て も類似 の構造が認

め られ る(Porter)6)7).し か しこの構造物に対

す る諸家 の解釈は必ず しも一致 していない.

例 えばLehmannは この球状物を主 としてそ

の大 きさか らfractionationに よつて得られた

microsom13)14)15)と同一物 と考えてお りMonne

は同 じ形の更に小 さい単位(彼 の謂 所 ク ロ

ミヂア)の 凝 集 物 と考 え, PorterはOsO4

固定組織の超薄切片 と比較 し てendoplasmic 

reticulum (E. R.)と 同一物であ る と考 えて

い る.私 は上述のCarnoy氏 液及び フォル マ

リン ・アルコールで固定 した後に現われる珠

数状構造物を仔細に検討 した結果,球 状物は

その大 きさが大小不揃であ り,且 よ り小 さい

単位の同様構造物が集つ てよ り大 きい構造へ

と発展 して行 く経過 を追及す ることが 出来た

ので,こ れ等は恐 ら く生細胞にその ままの形

で存在す ると考え るよりも寧 ろMonneが 云

う様 な同 じ構造を持つた単位がその球状部は

球状部同志,糸 状部は糸状部同志親 和性を持

ち,之 等 が相集つて大 きい珠数状構造 に発展

す る もの と考えたい.こ の様な考えが妥当で

あるか否かを判断す るためには細胞質好塩基

性物質の基本的形態並に構造 を正確に知 る必
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要が あ る.之 に就 てはOsO4に よつて固定 さ

れた細 胞の電 顕像が役立つか も知れない.尤

もLehmann9)はOsは ミクロゾー ムを破壊す

るものであ るとの見解を取つ てい るが, OsO4

固定 に よる細胞構造 の乱れを観察 している と,

大 きい組織片を長 時間かかつ て固定 した もの

程 細胞の構造 が乱 れて来 る様であ るが極めて

薄い切片 をOsO4で 瞬間的に固定 した ものに

就 ては 比較的その構造 が生細胞のそれに近 い

状態に保たれ ることがわか る.従 つて理想に

近 い状態の像は ガラス面に平面的に伸 展 した

培養細胞のOs固 定に於て得 られ るであろ う.

従つ て この様な方法 でPorterが 培養 細胞の

細胞質 に認めた50～100mμ の可視的珠数状

構造物は比較的生細胞のそれに近い もの と考

えて大差ないであろ う.こ の様 な構造物がそ

の ままで,或 はMonneの 云 う様な方法で凝

集 した もの と考えればCarnoy氏 液固定時に

現われ る構造は生細胞の細胞質構造 との連関

に於 て考え る事が出来 る. Porter自 身は固定

組織か らの切片につ いての判断か ら出発 して, 

E. R. (endoplasmic reticulum)上 に排列する

50～100A程 度の顆粒及びE. R. の間に散在す

る同様 の顆粒 を以て好塩基性物質の最小単位

とし, Barnum & Huseby10)及 びPetermann, 

Mizen & Hamilton11)等 のfractionationの 実

験に よ り之が裏付 け られ ると云 うが,最 も

真実 に近い像を与え る と考 え られ る培養細

胞に就て彼が提示 した 細胞 に 於 ては 固定組

織細胞 に 見 られ る様 な厚 い細胞膜 もな く,

又E. R.の 間 に は 顆 粒 状 の 構造物は全 く認

め られ な い.又 吉 沢16)が膵凍結乾燥切片に

於て観察 した, E. R.に 於 ては 之 等 は 電 子

吸收の強い糸状構造 で は あ るが 顆粒状 の構

造 も認め られず,又E. R.の 間隙に もその様

な ものはない.従 つ てPorterの 云 う微細顆

粒状 の構造物はOsに よつて生ず る破壊像で

ある可能性が多分にあ る.こ の様 な観察結果

か ら著者はMonneとLehmannの 説に荷担

したい.尚 著者の この様 な考えを裏付け る一

つの観察は膵外分泌細胞に就て行われた結果

であ る.こ の細胞は殆ん ど全部の細胞質が紐

状 のE. R.か ら成つ てお り線維 芽細胞や肉腫

細胞の様 な数 珠状 の膨隆を有す るものは殆 ん

どない.こ の様 な細胞をCarnoy氏 液で固定

す る時に現われ る構造は神経細胞や ウニ卵で

観察 した もの と全 く異 り,ど こまで も周期的

な構造 のない,一 様 な紐状物で あ り中には明

らかにE. R.の 形をその まま残す もの もあ り,

その凝集物 の巾 もOs固 定 の もの と殆ん ど差

が ない.一 方神経細胞の好塩基性物質 のOs

固定像はFig. 1に 示 した様 に全 く膵 のそれ

と趣を異にし,そ の形 も明確でな く,紐 状の

もの,泡 状の もの,そ の他不定形の ものか ら成

つ てい る. Palayの 論文12)を 見て もE. R.は

二重の紐状の もの或は泡状(vesicular)な もの

か ら成 り,寧 ろ線維芽細胞,そ の他の細胞のそ

れに類似の ものと考え られ る.以 上 の点か ら

著者はE. R.に は膵 の様に非常 にrigidな 構造

を持つ もの と,非常 に破壊 され易い泡状,糸 状

等 の構造が連継 して作 られ てい る二種類のも

のがあ り,後 者 に於てはCaruoy固 定 に依 り

その凝集に際 してア コヤ貝卵,ア メーバー,神

経細胞に見 られ る珠数状構造が生ず るもの と

考え られ る.こ の構造物 の中,電 子 の吸收の強

い部分に核酸乃至核蛋 白が存在す る事は,こ

の部が強い好塩基性を示す事か ら明らかであ

る.そ して前数編 にわたつ て観察 した結果に

よれば,こ の部分に脂質,灰 分等 も多量 に含

まれ てい る筈である.即 ち細胞質を構成す る

好塩基性物質は一定 の紐状乃至珠数状 の構造

物上に排列 して,こ こに可視的な或は超顕微

鏡的 な100～300mμ のオルガネラを作つ て

お り,之 等 の中で核酸の密に排列す る部分或

は粗な部分等がある場合 には,そ の相同部分

が互に接着 して電子吸收 の強い部分 と弱い部

分が区別 され る様にな るもの と考え られ る.

従つ て前編に述べた如 く,こ の様な凝集物に

現われ る重屈折はE. R.の 上記 の如 き一定 の

規則的な排列物に由来す る事は明かであ り,

その像 の解 折 は,こ れ をE. R.の 凝集機構

と併せ考え る時,そ のまま各E. R.に 於ける

分子排列を示唆す るもの と考えて大過ないで

あろ う.即 ち球状部の与え る強 い負の重屈折

は リピ ドがE. R.に 直角に排列 してい る事を

示 し,全 体に現われ る弱い重屈折は糸状蛋白
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に よつてE. R.の 根幹が作 られてい ることを

示す もので あろ う.

5. 結 語

私は前編 までに固定細胞に於 て観察 した細

胞質の組織化学的所 見,偏 光顕微鏡的所見に

理論的な基礎を与える為に固定に よつて起 る

細胞質の凝集形態を電子顕微鏡 で観察 し之等

凝集物 とOs固 定標本,凍 結乾燥標本に見 られ

る個々の好塩基性 オルガネラ即 ちE. R.の 形

態 とを比 較 しつつ固定作用の本質を追及す る

目的で実験 を行い次 の様な結果を得た.

1) Carnoy氏 液で固定 した 神経細胞質に

は100～150mμ の略 々球状の構造が珠数 状に

連つた構造物が認 められ る.こ の球状物は電

子の吸收の弱 い糸状部に よつて連絡 されてい

る.糸 状部の長 さは400mμ に達す るものか

ら球状部が直接結合 している様 に見え る程狭

いものまで種 々であ る.

2) Carnoy氏 液固定神経細胞核 の クロ マ

チンも同様珠数状或は虎 の尻尾 の様な構造を

とる.こ の場合一つ の珠数状構造は同じ形 の

小さい単位が球状部分は球状部分同志,糸 状

部分は糸状部分同志親和性を持つて結合 し,

大 きい珠数状構造に発展す る事を認 め得た.

3) Carnoy氏 液固定の ウニ 卵細胞は神経

細胞 と同じ珠数状構造を示すが球状物はやや

大 きく300mμ 以上 のものが認 められ る.又

神経細胞核の クロマチンの様に2つ 以上 の単

位が集つて一つの大 きい珠数状構造を示す部

分が認 められ る.

4) ホル モール ・アルコール固定後 オス ミ

ュー ムで更に固定 した ウニ卵細胞 もCarnoy氏

液固定 と同 じ構造が認め られるが,そ の像は

Carnoy氏 液固定 の場合程定形的ではない.

5) オス ミ ュ ム固定 の 神経 細 胞 には,

E. R., 100A内 外 の球 状 構造 物 の 不 定形 凝 集

物,糸 状凝集物及びCarnoy氏 液固定標本に

見られ る100mμ 程度の状 球構造物(E. R.)が

認 められ る.

6) Carnoy氏 液固定 の 膵細胞の 細胞質に

はOs固 定時に見 られ るE. R.と 同程度の拡

りを持つ一様に電子吸收 の強い凝集物を認め

るが,珠 数状構造は認 められず,又 凝集物の

あるものには, E. R.と 同様に二重の膜様構

造が認められ る.

7) Carnoy氏 液固定所見か らE. R.に 二

種を分け る事が 出来 る.即 ち一つは膵細胞に

見 られ る様に容易に破壊 され ないrigidな 構

造を もつ紐状 のものでCarnoy氏 液固定に よ

つ て略 々その原形が保たれ,無 構造,紐 状 の

凝集形態を とるものであ り,今 一つは紐状,

包状,糸 状等不定形 を示 しなが ら連 るE. R.

で,後 者はOs固 定に よつ て 破 壊 され 易 く

Carnoy氏 液固定で珠数状構造に現 わ れ 電子

の吸收の強い略 々球状 の部分 と電子 の吸收 の

弱い糸状部分が区別 され る.

8) 珠数状構造の球状要素は超遠心分離法

に よ り得 られ てい るmicrosomと 略 々同 じ大

きさを有 し,不 定形E. R.の 凝集物 と考えら

れ,前 諸編の実験はmicrosom様 の部分に核

酸,核 蛋 白, Ca++, Mg++等 が 多 量 に含 ま

れ,そ の根 幹をなす ものは恐ら く糸状蛋白で

之に直角に リピ ドが配置 され てい ることを示

してい る.
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写 真 説 明

Fig. 1.　モ ル モ ッ ト脊髓 神経細 胞. OsO4固 定.

100A前 後 の球 状構 造物 が繊維 状,或 は塊 状 に集つ てい る.中 に100mμ 前 後 の 包状 構造(bed)

が 認 め られ る. M=ミ トコ ン ドリヤ (×27000)

Fig. 2.　モ ル モ ッ ト脊髓神 経細胞. Carnoy氏 液 固定.

細 胞 質 には球 状構造 物が 珠数状 に排 列 してい る像 が観察 され る.球 状物 は100～150mμ の 大 さ

で,こ の球 状物は 糸状 の電子吸 收 の弱い 部分 に より連絡 され る. (×12000)

Fig. 3.　同 上. (×18000)

Fig. 4.　 ウ ニ卵細 胞. Carnoy氏 液 固定.

細 胞 質 には380～50mμ の 電子吸 收 の強い球 状物 と電子吸 收 の弱 い糸状 部 とが 交互 に結合 し珠 数

状 の構造 を示 す.糸 状 構 造の 長 さは400mμ に 至 る まで種 々であ る.こ の球 状 物は細 胞膜 に近 い

程大 き く且密 に この 珠数状 構造物 が 存在す る. (×10500)

Fig. 5.　同 上. (×18500)

Fig. 6.　モ ル モ ッ ト脊髓 神経細 胞 の ク ロマ チ ン. Carnoy氏 液 固 定.

電 子 を強 く吸 收 す る部分 と弱 く吸 收す る部分 とが 交互に排 列 し虎の尻 尾 の構 造 を示す.

 (×12000)

Fig. 7.　同 上. 2本 の 珠数 状構造 物 が集つ て1本 の ク ロマチ ンを形 成す る.し か も この球 状構 造は球 状

構 造 同志,糸 状 部は糸状 部 同志親和 性 を有 し,結 合 した 部分 では, 2つ の 単 位 を区別 す る こと

は 出来 ない. (×10500)

Fig. 8.　 モ ル モ ッ ト脊髓 神経細 胞質. Camoy氏 固 定.

珠 数状 構造 を示す.こ の場合 は糸 状部は 極め て短 く,球 状要 素が 直接連 つて い る様 に見 え る.

 (×12000)

Fig. 9.　 モ ル モ ッ ト膵外 分泌細 胞質. Carnoy氏 液 固定.

細 胞質 構造物 は神 経細胞,ウ ニ卵細 胞の場合 と異 り珠 数状構 造 を 示 さ な い.凝 集物 の 中には

endoplasmic reticulumの 二 重膜様構 造が 見 られ 又OsO4固 定 に よつ て見 ら れ る100Aの 球 状物

は 認め られな い. ed=(endoplasmic reticulumの 膜 様構造) (×20000)

Fig. 10.　 ウニ卵細 胞細 胞質. Carnoy 氏 液 固定.

定 型的珠 数状構 造 を示す(↑).こ の 珠数 状構造 は2つ の要 素 がFig. 7の ク ロマチ ンの様 に

同性 質部 が親和 性 を もつ て大 きい凝 集物 を作 らん と してい る(A). (×11000)

Fig. 11.　同 上. (×11000)

Fig. 12.　 モ ル モ ッ ト膵 外分 泌細 胞. Carnoy氏 液 固 定.

細 胞 質はOsO4固 定 の場 合に 比 して凝 集 した形 を示す が,ウ ニ卵 細胞 神経細胞 の場 合程 著明で

な く,一 様な繊維 状 を示 し,珠 数状 構造は見 られ ない.又Endoplasmic reticulumの 二 重膜 の

構 造が この凝 集物 の 中に認め られ る.(矢 印)核 は他 の細胞 と同 じ様 に凝 集 す る. (×10000)

Fig. 13.　 ウ ニ卵細胞,ホ ル モー ル ・ア ルコー ル固 定後 オス ミュー ム処理 せ る もの.

細 胞質 構造は 略Carnoy氏 液 固定 に近 い像 を与え るが珠数 状構造 は不 規則 であ る. (×10500)
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Studies on the Structure of Cytoplasmic Basophilia.

Ⅴ. Electron Microscopic Observations of EndoplasmicBasophilia

By

Saburo Kanda

From the analysis of the basophilic organella in fixed cells, using the polarizing micro

scope the author concluded that the ground structure of the organella should be composed of 

fibrous proteins attaehed with lipid molecules perpendicular to their long axes. But there is 

a problem left to be clarifjed whether or not the allalysis on molecular arrangement by po

larizing microscope on fixed cells gives the picutre of moleclar structure on each basophilic 

organella in living cells. Then the morphologic picture of fibrous coagulants caused by the 

fixative used in the former cxperiment was observed under the electron microscope. The coa

gulated fibrous basophilia showed to be composed ofthe eleetron dense globuies and the elec

tron sparse fibrous elements arranged alternatively, though each of them differed from others 

in the thickness and length. The size of globules was 100 to 300mμ in diameter and they 

lboked like a pearl necklace or an elongated rosary stringed with a thread. The fibrous parts 
threading the globules showed a marked difference in both thickness and length, i. e. in some 

parts the globules appeared to be contacted closely, or in other parts they were threaded 

with elongated fibrous parts of 50 to 400mμ in length. The precise observation revealed 

that some thick necklace-like structures were constructed by the parallel arrangement smaller 

units contacting with their corresponding parts. Their size was almost the same with the vesi

outar structures in the cultured cells fixed with osmium vapor appeared in the report of Poter, 

i. e. endoplasmic reticulum of them seen on fibroblasts or on nerve cells demonstrated by 
Palay. Observations on the fixed exocrhle cells of pancreas, which have the doubly layered 
thread-like endoplasmic reticulum, revealed not rosary-like elements but a thick fibrous structure 
which had almost the same thickness with that of endoplasmic reticulum as revealed on the 
cells fixed with osmium, and yet some of them showed a distinct double layer. Thus it was 

confirmed that the analytical results obtained from the observations on the fixed cells by the 

polarizing microscope should give the picture of molecular arrangement of endoplasmic reti

culum of living cells.
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